


わたしが てを ぱーと ひらいたら、

「まゆちゃんの ての ゆびは

なんぼんかな？」って

せんせいが きいた。

わたしは、ゆびを かぞえたよ。

「１・２・３・４・５ ５ほんです。」

⑤

④
③

①

②

１ ２ ３ ４ ５

５ほん です



「せいかい！」

「ての ゆびは ５ほんです。」

そして、せんせいは おしえてくれた。

「てで かずを あらわすことが

できるんだよ。

⑤
④

③

①

②

てで かずを

あらわすの？？



「ての ゆびは

ぱーっと ひらいたら ５でしょ。

だから、りんごが ５こ ほしいとき

てを ぱーと ひらいて いうよ。」

「りんごを ５こ くださいな。」



こうちょうせんせいが

けいちゃんに たずねたよ。

「けいちゃんの かぞくは なんにん？」

「えーと、けいちゃんでしょ

おかあさんでしょ、おとうさんでしょ

おにいちゃんでしょ、おねえちゃん。……」

けいちゃんは、こまっているみたい。

なんにんか わからないみたい。

だから わたしが こたえたよ。



「５にんでしょ。」

わたしは てを ぱーと ひろげてみせた。

そしたら けいちゃんも

てを ぱーと ひろげた。

てを ぱーと ひろげると ５にんだって

けいちゃんも わかったみたい。

⑤

④
③

①

②



きょうとうせんせいと、

おはなし したよ。

いっぱい いっぱい おはなし したよ。

そして、

「きょうとうせんせいの おうちには、

だれが いるの？」って きいたよ。

なんにんかなあ？



「きょうとうせんせいの おうちには、

ひとりしか いないよ。 せんせいは、

ひとりで くらしているんだよ。」って

きょうとうせんせいは、ゆびを １ぽん

たてて、おしえてくれた。

１

ひとり



ゆびで かずを あらわすことが

できるんだね。

わたしも つかって みよう。

「おかあさん、

みかんを ひとつ ちょうだい。」

「はい、どうぞ。

ちょうど れいぞうこに １こだけ

はいっていたわ。」

１

みかんを
ひとつ



ての ゆびは べんりだなあ。

１だけじゃなくて、２も ３も ４も

わかるよ。

これが ２

これが ３

これが ４


